




（ ２ ）







取 組 概 要日 程























【脱炭素先行地域の取組を通じて期待する効果（ＫＰＩ）】

地域経済効果 防災効果 暮らしの質の向上

①企業等の投資累計額
0円（2022）⇒約80億円（2030）
②エネルギー代金流出抑制額
0円（2022）⇒約2.6億円（2030）

①蓄電池設備容量
（公共施設・先行地域内）
907kWh（2022）

⇒10,000kWh（2030）
②森林整備面積
30,234ha（2022）

⇒38,000ha以上（2030）

①先行地域周辺の交流人口数
約400万人（2022）

⇒約650万人（2030）
②市民一人あたりの温室効果
ガス排出量

7.55t-CO2（2013）
⇒4.52t-CO2（2030）※脱炭素先行地域の整備を通じた額

・大規模な民間資金の投資に
伴う地域経済の活性化

・再エネの地産地消に伴う資
金の域内循環

＜KPI＞

・分散型エネルギーの確保に
伴うレジリエンスの向上

・適正な森林整備に伴う土砂
災害の防止

＜KPI＞

・脱炭素という新たな価値の
創出に伴う求心力の強化

・活発な経済活動と環境負荷
を低減した社会の両立

＜KPI＞






